
五
つ
の
テ
ー
マ
で
中
国
大
陸
を
見
る

中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
提
案
特集第４弾　癒やし

教
育
旅
行
で
脚
光
浴
び
る
中
国
小
中
高
生
の
歴
史
学
習
や

大
学
生
の
留
学
・
卒
業
旅
行

古文明

中
華
文
明
発
祥
の
地

故
宮
な
ど

の
世
界
遺
産

三国志

名
将
の
足
跡
た
ど
る

赤
壁
古
戦
場
や
成
都
武
候
祠

福建、浙江の世界遺産

海・山・湖でのんびり癒
や
し

海南省

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
整
備

長
期
滞
在
の
外
国
人
が
増
え
る

広東省

夜
景
楽
し
む
遊
覧
船

食
は
本
場
の
飲
茶
料
理
を

水辺の景色が美しい太湖

世界遺産の運河巡る江
蘇
省

上海市

黄
浦
江
の
水
辺
を
散
策

上
海
ガ
ニ
、小
籠
包
の
美
味
も
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三
亜
・
亜
龍
湾
ビ
ー
チ

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
観
光
魅
力
を
「
癒
や
し
」
「
三
国
志
」
「
古
文
明
」
「
西
遊
記
」
「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ
の
テ

ー
マ
で
日
本
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
中
国
南
東
部
で
主
に
展
開
す
る
「
癒
や
し
」
の
旅
と
、
「
古
文
明
」

「
三
国
志
」
「
癒
や
し
」
の
観
点
か
ら
、
教
育
旅
行
先
と
し
て
の
中
国
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

三亜・鳳凰島

黄浦江と上海市街地

飲茶料理

　
上
海
は
人
口
２
４
０
０
万

人
を
抱
え
る
中
国
一
の
大
都

市
で
、同
国
経
済
の
中
心
地
。

　
長
江
の
支
流
、
黄
浦
江
が

街
の
中
心
を
流
れ
、
西
側
は

古
く
か
ら
の
市
街
地
浦
西
地

区
、
東
側
は
近
年
発
展
が
著

し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
浦
東

地
区
と
、
趣
の
異
な
る
街
並

み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
浦
西
地
区
は
黄
浦
江
の
川

沿
い
に
位
置
し
、
中
洋
折
衷

の
古
い
建
物
が
軒
を
連
ね
る

外
灘
（
バ
ン
ド
）
、
４
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
名
園
・
豫

園
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
・

人
民
広
場
、
中
国
一
の
繁
華

街
・
南
京
路
歩
行
街
な
ど
見

ど
こ
ろ
が
多
い
。

　
一
方
、
浦
東
地
区
は
高
さ

４
６
８
㍍
の
東
方
明
珠
タ
ワ

ー
を
は
じ
め
、
高
層
の
建
築

物
が
林
立
。
未
来
都
市
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。

　
黄
浦
江
の
水
辺
は
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
、
観
光
客
が
の

ん
び
り
と
散
策
で
き
る
ほ

か
、
両
岸
の
都
市
風
景
を
一

望
す
る
遊
覧
船
も
運
航
さ
れ

て
い
る
。

　
川
の
両
岸
の
建
物
は
、
夜

は
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
。
昼
と
は
様
相
が
異
な

る
風
景
を
楽
し
み
た
い
。

　
上
海
料
理
は
濃
い
味
と
甘

さ
が
特
徴
。
コ
メ
の
産
地
で

魚
介
類
も
豊
富
な
こ
と
か
ら

こ
れ
ら
を
素
材
に
し
た
料
理

が
多
い
。
上
海
ガ
ニ
や
小
籠

包
が
有
名
だ
。

　
蘇
州
・
山
塘
街

赤壁古戦場

北京・故宮 　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

は
、
中
国
の
中
原
地
区
と
呼

ば
れ
る
北
京
、
天
津
の
２
市

と
河
北
、
河
南
、
山
東
、
山

西
、安
徽
の
５
省
を
中
心
に
、

「
古
文
明
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
旅
を
提
案
し

て
い
る
。
日
本

の
小
中
高
生
が

世
界
の
歴
史
を

学
習
す
る
教
育

旅
行
先
と
し
て

も
最
適
と
同

処
。

　
中
原
と
は
黄

河
の
中
流
と
下

流
地
域
の
平
原

で
、
中
華
文
明

発
祥
の
地
と
い

わ
れ
る
。
中
国

の
古
代
文
明
遺
跡
や
文
物
が

最
も
集
中
す
る
場
所
で
、
故

宮
、万
里
の
長
城
、周
口
店
、

天
壇
、
承
徳
避
暑
山
荘
、
曲

阜
、
平
遥
古
城
、
頤
和
園
、

大
足
石
刻
、
宏
村
、
龍
門
石

窟
、
明
の
十
三
陵
、
雲
崗
石

窟
、殷
墟
、五
台
山
、登
封
、

大
運
河
と
、

も
の
世
界
遺

産
が
あ
る
。

　
洛
陽
、
開
封
、
安
陽
、
大

同
な
ど
、
中
国
の
古
都
が
こ

こ
中
原
に
集
中
し
、
現
代
中

国
の
起
源
を
こ
こ
で
見
い
だ

せ
る
。

　
古
都
を
巡
る
旅
は
も
ち
ろ

ん
、
菩
提
達
摩
（
ダ
ル
マ
）

が
創
設
し
た
と
い
う
少
林
武

術
発
祥
地
の
少
林
寺
や
、
曲

阜
な
ど
孔
子
ゆ
か
り
の
地
、

日
本
で
も
人
気
の
高
い
歴
史

小
説
「
水
滸
伝
」
ゆ
か
り
の

地
を
巡
る
旅
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
旅
が
考
え
ら
れ
る
。

　
北
京
ダ
ッ
ク
、
山
西
麺
と

い
っ
た
、
地
元
な
ら
で
は
の

食
も
味
わ
い
た
い
。

　
海
南
省
は
１
９
８
８
年
、

広
東
省
か
ら
分
離
し
た
中
国

で
最
も
新
し
い
省
だ
。
中
国

本
土
の
南
に
浮
か
ぶ
海
南
島

全
て
が
領
域
で
、
省
発
足
と

同
時
に
経
済
特
区
、
２
０
１

０
年
に
は
「
国
際
観
光
島
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
省
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て

も
海
。
海
岸
に
ビ
ー
チ
リ
ゾ

ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
島
南
部
の
同
省
第
２

の
都
市
・
三
亜
に
は
、
国
際

級
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
が
整

っ
て
い
る
。
亜
龍
湾
ビ
ー
チ

は
１
９
９
２
年
に
開
発
さ
れ

た
新
し
い
ビ
ー
チ
で
、
敷
地

内
に
海
水
浴
場
、
ホ
テ
ル
、

会
議
セ
ン
タ
ー
、ゴ
ル
フ
場
、

別
荘
な
ど
を
備
え
る
。

　
大
東
海
ビ
ー
チ
は
三
亜
市

中
心
か
ら
３
㌔
と
近
く
、
同

地
で
最
も
早
く
開
発
さ
れ
た

ビ
ー
チ
。
近
年
は
長
期
滞
在

の
外
国
人
が
多
い
。

　
鹿
回
頭
山
頂
公
園
は
三
亜

の
街
並
み
を
一
望
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト
だ
。
地
元
の
伝
説
に

ち
な
ん
だ
「
鹿
回
頭
」
の
彫

像
は
三
亜
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

　
三
亜
湾
に
浮
か
ぶ
人
工
島

・
鳳
凰
島
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク

な
形
を
し
た
ホ
テ
ル
が
立
ち

並
ぶ
。

　
島
東
部
の
ボ
ア
オ
風
景
区

は
、
ア
ジ
ア
と
豪
州
の
首
脳

が
年
１
回
集
う
国
際
会
議

「
ボ
ア
オ
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
」の
恒
久
開
催
地
。元

々
小
さ
な
漁
村
だ
っ
た
が
、

２
０
０
１
年
に
開
催
地
と
な

っ
て
か
ら
は
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コロンス島（手前）とアモイ市
街地

　
中
国
南
東
部
の
上
海
市
と

江
蘇
、浙
江
、福
建
、広
東
、

海
南
、
江
西
、
安
徽
の
７
省

を
中
心
に
、
「
癒
や
し
」
の

旅
を
提
案
し
て
い
る
。
日
本

の
学
生
に
向
け
て
は
、
大
学

生
の
夏
休
み
の
留
学
や
卒
業

旅
行
、
女
子
旅
に
お
薦
め
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
別
項
で
紹
介
し

た
海
南
省
、
上
海
市
、
広
東

省
、
江
蘇
省
以
外
の
主
な
見

ど
こ
ろ
を
紹
介
し
よ
う
。

　
海
洋
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起

点
で
、
多
く
の
華
僑
を
海
外

に
送
り
出
し
て
い
る
福
建

省
。
主
要
都
市
ア
モ
イ
の
市

街
地
か
ら
船
で

分
ほ
ど
の

小
島
・
コ
ロ
ン
ス
島
は
世
界

各
国
の
領
事
館
が
か
つ
て
置

か
れ
、
現
在
も
千
軒
以
上
の

西
洋
建
築
物
が
残
る
。
昨
年

は
島
全
体
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。

　
省
の
内
陸
部
に
あ
る
武
夷

山
も
１
９
９
９
年
、
世
界
自

然
遺
産
と
文
化
遺
産
の
複
合

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

武
夷
山
脈
と
九
曲
渓
の
山
河

の
景
色
が
美
し
く
、
渓
流
の

い
か
だ
下
り
が
人
気
だ
。

　
沿
海
部
の
浙
江
省
で
は
、

省
都
・
杭
州
に
あ
る
西
湖
が

２
０
１
１
年
に
「
杭
州
西
湖

の
文
化
的
景
観
」
と
し
て
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
周
囲

㌔
の
湖
に
、

「
西
湖
十
景
」と
呼
ば
れ
る


の
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
江
蘇
省
は
中
国
沿
海
部
に

あ
り
、
南
は
上
海
市
と
浙
江

省
、
北
は
山
東
省
、
西
は
安

徽
省
と
接
す
る
。
蘇
州
、
無

錫
、
南
京
な
ど
の
観
光
都
市

が
あ
り
、
日
本
で
も
な
じ
み

が
深
い
。

　
湖
が
多
く
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
大
運
河
を
は
じ

め
、
大
小
の
運
河
が
至
る
と

こ
ろ
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
小
舟
で
の
運
河
巡
り
や

水
辺
の
散
策
で
、
人
々
は
癒

や
し
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ

る
。

　
「
東
方
の
ベ
ニ
ス
」
と
称

さ
れ
る
蘇
州
は
、
古
い
街
並

み
に
水
路
が
総
延
長

㌔
、

橋
が
１
６
８
と
、
中
国
一
の

水
郷
都
市
だ
。
中
心
市
街
地

を
囲
む
蘇
州
古
城
河
は
春
秋

時
代
の
軍
事
家
・
伍
子
胥
に

よ
り
つ
く
ら
れ
た
中
国
で
最

も
古
い
運
河
の
一
つ
。
両
岸

に
は
古
い
建
造
物
が
並
び
、

夜
は
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
。
運
河
と
古
い
街
並

み
、
古
い
橋
を
同
時
に
眺
め

る
山
塘
街
も
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

だ
。

　
太
湖
は
面
積

２
４
２
５
平
方

㌔
と
、
中
国
で

３
番
目
に
大
き

な
淡
水
湖
だ
。

水
辺
の
景
色
が

美
し
く
、
特
に

無
錫
近
郊
の
黿

頭
渚
（
げ
ん
と

う
し
ょ
）
公
園

は
「
太
湖
第
一

名
勝
」
と
称
さ

れ
る
。
春
の
桜

が
特
に
美
し

い
。

　
小
中
高
生
の
教
育
旅
行
先

と
し
て
も
う
一
つ
提
案
す
る

の
は
中
国
南
西
部
。
重
慶
市

と
四
川
、
雲
南
、
貴
州
、
湖

南
、
湖
北
の
５
省
、
広
西
チ

ワ
ン
族
自
治
州
を
舞
台
に

「
三
国
志
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
旅
を
提
案
し
て
い
る
。

　
魏
、
呉
、
蜀
と
い
う
三
つ

の
国
が
覇
権
を
争
っ
た
三
国

時
代
の
物
語「
三
国
志
」は
日

本
で
も
高
い
人
気
を
誇
る
。

　
「
赤
壁
の
戦
い
」
で
知
ら

れ
る
赤
壁
古
戦
場（
湖
北
省
）

や
、
劉
備
と
諸
葛
亮
を
ま
つ

る
成
都
の
武
候
祠
（
四
川

省
）
、
「
三
顧
の
礼
」
の
舞

台
、
襄
陽
の
古
隆
中
（
湖
北

省
）
―
。
劉
備
、
関
羽
、
張

飛
、
曹
操
、
諸
葛
亮
な
ど
、

名
将
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
を

楽
し
み
た
い
。

　
一
帯
は
チ
ワ
ン
族
、
ミ
ャ

オ
族
、
ペ
ー
族
と
い
っ
た
多

く
の
少
数
民
族

が
暮
ら
す
。
生

活
様
式
や
文
化

を
伝
え
る
催
し

が
楽
し
い
。

　
世
界
遺
産
も

見
逃
せ
な
い
。

エ
メ
ラ
ル
ド
色

の
湖
面
が
美
し

い
九
寨
溝
と
黄

龍
は
１
９
９
２

年
、
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
。

世
界
に
生
息
す

る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の

３
割
が
す
む
と
い
う
四
川
省

の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
保

護
区
は
２
０
０
６
年
に
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
麻
婆
豆
腐
、
担
担
麺
な
ど

の
四
川
料
理
は
日
本
で
も
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
だ
が
、
現
地
で
本

場
の
味
を
楽
し
み
た
い
。

　
広
東
省
は
中
国
大
陸
南
部

の
沿
海
部
に
位
置
。
福
建
、

江
西
、
湖
南
、
江
西
チ
ワ
ン

族
の
四
つ
の
省
・
自
治
区
と

香
港
、
マ
カ
オ
の
両
特
別
行

政
府
に
接
し
、
海
を
隔
て
て

海
南
省
も
す
ぐ
目
の
前
。
省

都
の
広
州
や
深
圳
を
中
心
に

経
済
発
展
が
著
し
く
、
街
は

活
気
に
満
ち
て
い
る
。

　
広
州
の
新
た
な
見
ど
こ
ろ

と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
２

０
１
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

広
州
タ
ワ
ー
。
高
さ
６
０
０

㍍
と
い
う
長
大
な
テ
レ
ビ
塔

で
、
世
界
最
長
と
い
う
屋
外

ら
せ
ん
階
段
や
、
世
界
で
最

も
高
い
場
所
に
あ
る
と
い
う

観
覧
車
な
ど
、
各
種
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
が
あ

る
。
夜
は
搭
全
体
が
美
し
く

虹
色
に
輝
く
。

　
対
照
的
な
の
が
市
の
中
心

に
あ
る
六
榕
寺
で
、
西
暦
５

３
７
年
の
創
建
。
高
さ

㍍

の
舎
利
塔
は
広
州
に
現
存
す

る
最
も
高
い
古
建
築
だ
。
搭

は
上
る
こ
と
が
で
き
、
広
州

の
街
並
み
を
一
望
す
る
。

　
広
州
の
街
を
流
れ
る
珠
江

に
「
ナ
イ
ト
ボ
ー
ト
」
が
運

航
さ
れ
て
い
る
。
夜
景
を
楽

し
む
遊
覧
船
で
、
美
し
く
輝

く
広
州
タ
ワ
ー
な
ど
、
昼
と

は
違
っ
た
雰
囲
気
の
街
並
み

を
眺
め
る
。

　
「
食
は
広
州
に
あ
り
」
の

言
葉
で
知
ら
れ
る
通
り
、
広

州
は
中
国
の
食
の
メ
ッ
カ
。

シ
ュ
ウ
マ
イ
、
チ
ャ
ー
シ
ュ

ー
、
エ
ッ
グ
タ
ル
ト
な
ど
、

ワ
ゴ
ン
で
運
ば
れ
る
小
皿
の

料
理
を
味
わ
う
飲
茶
は
同
地

が
本
場
で
、
ぜ
ひ
現
地
で
体

験
し
た
い
。


